
【第22回】4⽉からの⼤学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム
遠隔・対⾯ハイブリッド講義に向けての取り組み （2020年12⽉11⽇（⾦）オンライン開催）

8. ハイブリッド
H.323オンプレミス会議システムを活⽤したハイフレックス型授業
（Webと講義室への同時ライブ配信およびオンデマンド配信による
⾮同期学習）の試み

⼭⼝⼤学⼤学院技術経営研究科
教授 ⼤島直樹
教授 岡本和也
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【第22回】4⽉からの⼤学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム
遠隔・対⾯ハイブリッド講義に向けての取り組み （2020年12⽉11⽇（⾦）オンライン開催）

アジェンダ
 ⾃⼰紹介
 サマリー（本サイバーシンポジウム）

 第１回から第２１回まで：ハイブリッド型授業の報告事例
 本発表の概要
 研究開発戦略論（ハイフレックス型授業の試⾏）
 ハイフレックス型授業の試⾏（概略）
 ハイフレックス型配信のデモンストレーション（ライブ）
 所感
 まとめ
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【第22回】4⽉からの⼤学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム
遠隔・対⾯ハイブリッド講義に向けての取り組み （2020年12⽉11⽇（⾦）オンライン開催）

⾃⼰紹介
⼭⼝⼤学の紹介
 公式Webサイト

http://www.yamaguchi-u.ac.jp/info.html

 第18回シンポジウム
「遠隔講義実践から⾒えた「学⽣の学び」と「教員の意識」〜⼭⼝⼤学の事例〜」 ⼭⼝⼤学 林 透
https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/

⼤島直樹
 ⼤学院技術経営研究Webサイト

http://mot.yamaguchi-u.ac.jp/member.html#ohshima

岡本和也（技術経営研究科 副研究科⻑）
 ⼤学院技術経営研究Webサイト

http://mot.yamaguchi-u.ac.jp/member.html#okamoto
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【第22回】4⽉からの⼤学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム
遠隔・対⾯ハイブリッド講義に向けての取り組み （2020年12⽉11⽇（⾦）オンライン開催）サマリー

本シンポジウムで、これまでに紹介されたハイブリッド事例
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サマリー（サイバーシンポジウム）
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サマリー（サイバーシンポジウム）
 ４⽉当初：授業のオンライン配信、ZOOMなどのツール、ZOOM荒し対策、教材の著作権処

理、新⼊⽣のケアや安全対策の指針などに関⼼が集中していた。
 本サイバーシンポジウム（第３回：4⽉10⽇、第４回：4⽉17⽇）の【お知らせ】メール

 バックアップ⽤としてZoomを⽤意
 Sony社製、Polycom社製ビデオ会議システムやMCUなどからの接続の⽤途に限定
 教室のビデオ会議システムとWeb会議サービスの接続は、教室の臨場感をWeｂ受講者と共有する⼿段として活⽤

できるのではないかという着想を得た。
 ブレンデッド教育の取り組み（進藤 修⼀先⽣、⼤阪⼤学、第１６回）

 ハイフレックス型授業実践ガイド https://www.tlsc.osaka-u.ac.jp/project/onlinelecture/hyflex.html
 ハイフレックス型授業では、同時に対⾯・遠隔学⽣の双⽅に配慮しながら、同じ質の授業を

保証しなければならない（中村 素典先⽣、京都⼤学、第１６回）
 H.323標準規格遠隔講義システムから直接ZOOMに接続は想定外

 混合授業実現のために（⾓野 浩史先⽣、東京⼤学、第１９回）
 ハイフレックス授業パッケージを⽤意（Yamaha YVC-1000など、教室からオンライン中継するグッズ⼀式）

 授業の質を保証するには
 教室の対⼈対⾯授業をWebにも同時配信する・・・
 講義資料（画⾯）を共有する、⾳声を共有する・・・

↓
 ハイフレックス型授業を実施する際の制約になっているのではないか？

 対⾯授業の実施に当たって、つぎの⼆つの条件は同じプライオリティーだろうか？
 教員が学⽣の⽬の前に⽴って授業を⾏うこと
 学⽣が教室で授業を受講できること
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本発表の概要
  ⽅針：

「学⽣が教室で講義を受講できること」を優先し、
「教員が学⽣の⽬前で対⼈講義すること」は⼆の次とした。

 試⾏：Web授業を教室の遠隔システムに同時配信する
 アブストラクト（掲載）

 ⼭⼝⼤学⼤学院創成科学研究科では⼤学院共通科⽬として、研究開発戦略論（必須科
⽬）を開講している。

 当該科⽬の履修者数は多数（今期176名）のため、新型コロナウイルス感染症対策の
⼀環としてWebexクラウドミーティングによるオンライン形式で授業を⾏っている。

 講義室のオンプレミス型テレビ会議（H.323）システムとWebexを接続し、Webと講
義室への講義の同時ライブ配信を試みた。

 講義の録画をオンデマンド配信し、⾮同期学習に対応した。
 H.323システムを利⽤したハイフレックス型講義（ライブ配信、疑似対⾯授業および

オンデマンド配信）の可能性について報告する。
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研究開発戦略論の紹介（１）

 ⼭⼝⼤学は、理⼯系⼤学院（⼯学研究科、理学研究科および農学研究科）を統
合し、創成科学研究科を設置した（平成28（2016）年4⽉） 。
 企業・社会からのイノベーションを創出できる理⼯系⼈材育成に対する期待に応えるため、イ

ノベーション⼈材育成に適した教育体制を実現する。
 https://www.gsti.yamaguchi-u.ac.jp/intro/

 研究開発戦略論
 創成科学研究の共通科⽬（必須科⽬なので、⼤学院⽣全員が履修する）
 第２クォーター：6-7⽉期と第３クォーター：10-11⽉期の２期に分けて開講
 吉⽥キャンパス（理学系と農学系、⼭⼝市）と常盤キャンパス（⼯学系、宇部

市）の２教室を遠隔講義システムで接続して授業を配信
 令和2年度の履修者数

 第２クォーター ２３７名 内訳：９３名（吉⽥キャンパス）、１７４名（常盤キャンパス）
 第３クォーター １７６名 内訳：４１名（吉⽥キャンパス）、１３５名（常盤キャンパス）
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遠隔・対⾯ハイブリッド講義に向けての取り組み （2020年12⽉11⽇（⾦）オンライン開催）

研究開発戦略論の紹介（2）
コロナ禍以前の授業スケジュール（2019年度 第２クォーター）
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研究開発戦略論の紹介（３）
2020年度 第３クォーターの授業スケジュール
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回 講義⽇ 曜⽇／時間 講師 授業形式

1 １０⽉０１⽇ ⽊曜／1250-1600 ⼤島 直樹 ⼭⼝⼤学 オンライン

2 １０⽉０８⽇ ⽊曜／1250-1600 福代 和宏、森賀俊典 ⼭⼝⼤学 オンライン

3 １０⽉１５⽇ ⽊曜／1250-1600 松浦 良⾏ ⼭⼝⼤学 オンライン

4 １０⽉２２⽇ ⽊曜／1250-1600 岡本 和也 ⼭⼝⼤学 オンライン

5 １０⽉２９⽇ ⽊曜／1250-1600 外部講師 クラリベート･アナリティクス･ジャパン オンライン

6 １１⽉１２⽇ ⽊曜／1250-1600 外部講師 第⼀三共RDノバーレ株式会社 オンライン

7 １１⽉１９⽇ ⽊曜／1250-1600 外部講師 味の素株式会社 オンライン

8 １１⽉２６⽇ ⽊曜／1250-1600 外部講師 マツダ株式会社 オンライン

ハイフレックス配信を試⾏
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ハイフレックス型授業の試⾏（概略）
 研究開発戦略論 第8⽇⽬の様⼦

 ライブ授業：Web受信、教室受信
 オンデマンド：Web授業を録画
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⼤島
Webex
コントロール

外部講師

Web接続

講師映像

スライド画⾯

H.323 SIP接続（情報基盤センター：ポート管理）
受講者画⾯

新型コロナウイルスの感染リスクを
考慮し、学⽣なしで試⾏した

Web接続

⼭⼝⼤学の遠隔システム環境

H.323遠隔講義システム SONY PCS XG100

公式Web会議サービス Cisco Webex
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ハイフレックス型配信のデモンストレーション
 模擬授業 岡本和也、⼭⼝⼤学⼤学院技術経営研究科 副研究科⻑
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⼤島
Webex
コントロール

岡本先⽣

Web接続

講師映像

スライド画⾯

H.323 SIP接続

NII シンポジウムへ中継

模擬授業のデモンストレーション
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学⽣アンケート（キャンパス別） 回答率 約90％

Copyright©2020 Yamaguchi University スライド13

吉⽥キャンパス 常盤キャンパス
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所感
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コロナ禍以前 Webex
オンライン配信

Webex＋H.323
ハイフレックス配信

学⽣ ・教室で受講
・対⾯と遠隔（疑似対⾯）受講が交互

・⾃⾝の環境で閲覧できる
・講義に集中できる
・2コマは疲れる

・Weｂ受講と教室受講を⾃由
に選択できる
・教室ならではのライブ感

外部講師
・⼭⼝⼤学にて講義
・接続先の教室が⾒えない
・マイクに馴れていないので、⾳声が確
保できないことがある

・勤務先から配信
・移動の負担を軽減
・⾳声が安定している

・勤務先から配信
・移動の負担を軽減
・⾳声が安定している
・H.323の教室映像で⼆つの教
室を等しくモニターできる

品質

・遠隔講義システムが不安定
⼭⼝⼤学はH.323遠隔システムをベース
にして独⾃のインターフェースを構築、

（RGB接続のため、ノートPCとの相
性がある）

（接続が落ちると、リカバリーに時間
を要する）などの問題がある。
・⼤教室なので、講師が⼩さく⾒える

接続が安定している
マイクのミュートさえ守れば、
快適な⾳声で受講できる
スライドが⾒やすい
希に回線トラブルあり

・同左
・ハイフレックス配信は、講師
像が⼤きくて鮮明
・ハイフレックス配信による教
室受講は、コロナ禍以前よりも
快適

講義計画・
ロジスティック

・⼭⼝⼤学まで訪問、⽇程調整が⼤変
（東京からは⼀泊⼆⽇）
・オンサイト講義は、収録が容易ではな
い（講師像、スライドと⾳声を録るのは
⼤変な労⼒がかかる）ので、オンデマン
ドには対応できない。

・接続環境のメンテナンス（ハード、ソフト）は不可⽋
・オンライン授業は録画が容易なので、ライブと同等の品質でオ
ンデマンド配信できる。
・外部講師の負担が軽減される（拘束時間が短い）。
・オンラインの強みを活かした授業を⾏うには、オンラインの特
性を念頭に置いたインストラクショナルデザインが必要
（オンサイト授業とオンライン授業は似て⾮なるものである。）
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まとめ
 ハイフレックス型授業の試⾏

 試⾏を実施した科⽬：研究開発戦略論（⼤学院共通科⽬）
 試⾏⽅法：教室のH.323遠隔講義システムとWebexを接続
 学⽣アンケート：⽐較動画を閲覧してアンケートに回答

 ハイフレックス型配信のデモンストレーション
 試⾏の結果：

 H.323オンプレミス会議システムとWebミーティングの接続による
疑似対⾯授業は、対⼈対⾯授業と同等のポテンシャルを有する。

 本学では、H.323遠隔システム（イペラ）とWebexの接続によるハ
イフレックス型授業（含オンデマンド配信）実施の⾒通しを得た。
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ご清聴ありがとうございました

⼭⼝⼤学⼤学院技術経営研究
教授 ⼤島直樹
教授 岡本和也
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